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【抄録】
本研究では，PBL の評価における e ポートフォリオ活用の可能性について，「JAPAN e-


















サポートする e ポートフォリオに着目した。仮に e ポートフォリオの導入が評価の効率化につ
ながるのであれば，吉見（2020）で言及したようなアクティブ・ラーニングや PBL を巡る評価
のジレンマの問題の解決ないし緩和が期待できる。
本論文の構成は以下の通りである。第 2 章では，e ポートフォリオの活用を巡る最近の話題と
して，「JAPAN e-Portfolio」を巡る議論を概観し，その失敗の要因について確認する。第 3 章で
は，e ポートフォリオを PBL の評価に活用している先行研究から，実際の運用事例について取
（ １５ ）

















れる」としたうえで，オレゴン大学の Oba について調査した結果をまとめている。Oba はオー
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（出典）「高大接続改革」（文部科学省）
高大接続改革の議論・検討の流れは図 1 の通りである。2012 年 8 月に文部科学大臣から高大
接続改革に関わる諮問が中央教育審議会に提出され，2014 年に「新しい時代にふさわしい高大
接続の実現に向けた高等学校教育，大学教育，大学入学者選抜の一体的改革について」という答
申が出されている。その後，答申を踏まえた検討がなされ，最終的に 2017 年 7 月に高大接続改
革の実施方針が文科省より公表されている3）。
高大接続改革の実施方針では，「記述式問題の導入」「英語民間試験の導入（4 技能評価）」「主
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2.3．「JAPAN e-Portfolio」への批判と運営許可の取り消し















図 2 「JAPAN e-Portfolio」の概要
（出典）「「JAPAN e-Portfolio」について」（文部科学省）











e ポートフォリオ活用の実態調査にあたって，学術情報データベース CiNii の全文検索におい
て「PBL」「ポートフォリオ」をキーワードに含んだ検索結果 178 件のうち，研究発表や予稿を
除く論文誌に掲載されたもの，医療系や教育系の実習を除く企業や地域等との連携を扱ったも


















この事実は通常の講義等で用いる LMS をそのまま PBL の評価に活用する困難さを示唆してい











代 原（2015），浅 井（2015 a），浅 井（2015 b）稲 村（2016），浅 井 ほ か（2011），浅 井 ほ か
（2015）の 6 件であり，一部内容面の重複はあるものの，組織的に継続して e ポートフォリオの
活用と評価に関する実践が行われていることが分かる。
一連の研究の中で特に詳細にシステムについて論じているのが浅井（2015 a）および浅井
（2015 b）であり，グラフ表示機能やビデオアノテーション機能など PBL の学習内容や評価にカ
スタマイズされた機能が実装されていることに言及している。さらに，システム面だけでなく
ルーブリックを使った学生の自己評価や STAR メソッドを使用した省察など，評価に関する体
制も整備されている。当該事例では，2009 年度より PBL が開始し，その後継続的に機能の追加
表 1 先行研究におけるポートフォリオ利用状況の概要











































佛教大学総合研究所共同研究成果報告論文集 第 8 号
（ ２０ ）
やシステムの見直しが行われている。また，PBL の内容や評価に関しても振り返りと改善が行















ンフラとしての LMS と応用課題用の学習インフラとしての e ポートフォリオを分けたうえで，
連携させるという発想は実態に即したものだと考えられる。しかしながら，3 節で確認したよう
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（ ２１ ）
4． PBL の評価における e ポートフォリオ活用の可能性
本章では，これまでの内容を踏まえて，PBL の評価における e ポートフォリオ活用の可能性
について考察していく。
まず，3 章では PBL の評価にポートフォリオを活用している先行事例について調査してきた
が，「JAPAN e-Portfolio」のようにポートフォリオを進路や就職活動に活用することを推奨する















入れた準備が求められる。ただし，表 1 と表 2 においてその内容に大きなギャップが存在するよ
うに，理想論としての e ポートフォリオと実態としての e ポートフォリオの間に著しい乖離が
存在している。








者の負荷の増大につながってしまう懸念がある。本当の意味で PBL の評価における e ポートフ
ォリオ活用を目指すのであれば，やはり教育内容と評価を一体化した体制構築と評価の在り方を






個々の PBL のプロジェクトではなく，PBL 運営組織に紐づくこととなる。PBL 運営組織は e
ポートフォリオを用いたデータ活用を行いつつ，常にフィードバックを行うことが要求される。





























４）「主体性は「評価できない」大学入試改革の三つ目の柱にも黄信号」『AERA』2019 年 12 月 16 日号より
５）「ベネッセ ID の使用解消へ 文科省が是正要請 大学入試改革」『西本新聞』2020 年 2 月 16 日総合面
より
６）「JAPAN e-Portfolio が運営停止──9 月 10 日までにデータ保存の必要」（教育と ICT Online）
https : //project.nikkeibp.co.jp/pc/atcl/19/06/21/00003/082000119/〈2020 年 10 月 26 日最終アクセス〉
７）「誰も知らなかった JAPAN e-Portfolio の実像」（教育と ICT Online）










5 ．荒井克弘（2018）「高大接続改革・再考」『名古屋高等教育研究』第 18 号，pp.5-21
6 ．エスメ・グロワート（1999）『教師と子供のポートフォリオ評価』論創社






10．小柳津久美子（2015）「段階的 PBL 実践研究～振り返りに着目して」『東邦学誌』第 44 巻第 1 号，
pp.17-32










15．手嶋慎介（2013）「地域連携 PBL の試行的実施の成果と課題 －名古屋市名東区を舞台としたゼミ活動






PBL の評価における e ポートフォリオ活用の可能性（吉見憲二）
（ ２５ ）
